
 
 
平成25年12月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成25年1月1日～平成25年6月30日） 
 

 
 
平成25年12月期通期連結業績予想数値の修正（平成25年1月1日～平成25年12月31日） 
 

 
 
 
 

修正の理由 
 ２０１３年度上半期はアベノミクス効果ともいうべき円安・株高という要因によってデフレ脱却の兆しが見えてきましたが、
当社グループを取巻く経営環境は依然として厳しく、国内を中心に前年同期比売上が減少している状況となっております。 
 このような環境下ではありますが、第２四半期において国内売上面では社会生活機器用ユニットの増産ボリュームが予
想より膨らんだこと、オフィスビジネスユニットの海外への生産移管が遅れたことによる予想以上の売上確保という要因が
あったことに加えて、製造面では生産革新運動の継続的な展開によって製造経費削減効果が出てきたことが主因で、第２
四半期累計の利益が平成２５年５月９日付け決算短信で開示した業績見通しを上回ることとなりました。 
 一方、社会生活機器用ユニットを中心とする上半期前倒し生産の影響が下半期に出ると予想しております。 
 以上を勘案し、第２四半期および通期の業績見通しを修正するものであります。 
 
 上記の予想につきましては、発表日現在で入手可能な資料に基いて作成したものであり、今後起こりうる様々な要因によ
って、実際の業績は異なることがあります。 

以 上
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成25年5月9日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知ら
せいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 16,500 250 175 105 39.65
今回修正予想(B) 17,264 516 421 240 90.67
増減額(B-A) 764 266 246 135
増減率(%) 4.6 106.4 140.6 128.6
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成24年12月期第2四半期）

20,190 930 873 542 202.14

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 34,200 440 340 250 94.40
今回修正予想(B) 32,600 680 540 330 124.61
増減額(B-A) △1,600 240 200 80
増減率(%) △4.7 54.5 58.8 32.0
（ご参考）前期実績 
（平成24年12月期） 36,706 1,158 1,070 659 246.77


